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平成 27 年度ミクロデータの利用・普及活動について(報告) 

 

兵庫県ミクロデータ分析研究会 

 

1． ミクロデータの利用普及・広報活動（神戸大学） 

(1) 他機関と連携したセミナー・ワークショップ 

公的統計のミクロデータの収集や配布，分析等を行う他機関とのワークショップを共催し，

各機関の取り組みについて情報収集と意見交換を行うとともに，リモートアクセスを活用

したオンサイト利用（オンサイト施設においては調査票情報を保存しない）等，公的統計

の調査票情報の利用に関する新たな枠組みについて，（独）統計センターとの意見交換を行

った。詳細は以下の通り（予定を含む）。 

 日 時 報告者 所属 タイトル 

京都大学学術情報メディアセンターセミナー 「公的統計ミクロデータの二次利用の新展開」 

11 月 30 日 勇上和史 神戸大学 「公的統計ミクロデータのサテライト機関

の取り組みと展望」 

角田 敏 統計センター 「リモートアクセスを活用したオンサイトシステ

ムによる公的ミクロデータの利用に ついて」 

一橋大学経済研究所社会科学統計情報研究センター「匿名データ利用促進ワークショップ」 

12 月 12 日 室賀貴穂 東京大学 非労働所得が既婚男女の時間利用に与える

影響に関して 

井上希 青山学院大学 Age-Period-Cohort Analysis of the Financial 

Assets and the Market Size Projection in Japan 

坂部裕美子 (公財)統計情報研

究開発センター 

匿名データの利用ガイドと研究事例 

勇上和史 

白川清美 

神戸大学 

一橋大学 

サテライト機関の取り組み 

神戸大学ミクロデータ・アーカイブ「KUMA ミクロデータ利用促進ワークショップ」 

3 月 3 日 

16:00-18:00 

 

於：神戸大

学六甲台キ

ャンパス第

二学 舎 3F

大会議室 

窪田康平 山形大学 “Effects of Japanese Compulsory Educational 

Reforms on Educational Expenditures” 

橋本紀子 関西大学 家計属性による費目間構造の違い‐全国

消費実態調査ミクロデータによる分析‐ 

白川清美 一橋大学 一橋大学における二次的利用に関する取

組み 

勇上和史 神戸大学 神戸大学におけるミクロデータ利用支援

の取組み 

椿 広計 （独）統計セン

ター理事長 

統計センターにおける二次的利用拡大等

に向けた取組 

資料３ 
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(2) 定例の KUMA セミナー／RIEB セミナーを開催・参加し，公的統計等のミクロデータ

を用いた実証研究ならびに計量手法等に関する情報収集と報告者との意見交換を行っ

た。 

実証研究例：危機と雇用分析、メンタルヘルスと雇用分析など 

日 程 名 前 所 属 タイトル 
7 月 27 日 玄田有史 東京大学 「『危機と雇用ー災害の労働経済学』をめぐっ

て」 
10 月 15 日 黒田祥子 早稲田大学 「メンタルヘルスと雇用 働き方との関係、企

業業績への影響」 
10 月 30 日 川瀬晃弘 東洋大学 "Does Free Vaccination Improve the 

Immunization Coverage of Uninsured 
Children? 

中澤克佳 東洋大学 "Change in Strategic Interaction after 
Introducing Policy" 

12 月 14 日 近藤恵介 経済産業研

究所 
"Does agglomeration discourage fertility? 
Evidence from the Japanese General Social 
Survey 2000-2010 " 

2 月 22 日 中田大悟 創価大学 「寄付行動の経済分析〜東日本大震災前後の

変化を中心とし て〜」 
安藤道人 社会保障人

口問題研究

所 

ミニレクチャー："Credibility revolution"以降

の応用ミクロ計量分析 

 

2.  KUMA と連携した講義・演習の実施(神戸大学) 
 KUMA を通じて利用可能な公的統計（6 種）の匿名データの利用を想定し，メタデータ

の解説とミクロ計量手法の概説，研究計画の作成支援に関する講義，ならびに，策定され

た研究計画に基づく匿名データ等を用いた KUMA「データ管理室」における Stata(統計

解析ソフト)演習を実施し，公的統計等のミクロデータを用いた実証研究を実践的に支援し

た。講義ならびに演習の概要は以下の通り。 
(1) ミクロデータ分析 

 担当：檜康子氏（神戸大学大学院経済学研究科・研究員） 
 内容 

 ミクロデータの概要と特徴 
 国勢調査，全国消費実態調査，社会生活基本調査，就業構造基本調査，

住宅・土地統計調査，労働力調査 
 佐藤朋彦氏（総務省統計局・神戸大学経済経営研究所客員教授）による

ミクロデータの利用に関する講義 
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 ミクロデータの分析方法 
 ミクロ計量に関する講義 

 リサーチ・プロポーザルの報告 
 受講者 

 正規の履修者 7 名うち社会人博士課程 3 名，修士課程 3 名，学部 4 回生 1 名 
 その他，聴講のみ 4 名程度 

 
(2) ミクロデータ分析演習 

 担当：森本敦志氏（神戸大学大学院経済学研究科・研究員） 
 内容 

 Stata を用いたミクロデータの加工プログラムの指導 
 Stata を用いたミクロ計量分析のためのプログラム作成の指導 

 受講者 
 履修者 5 名うち社会人博士課程 2 名，修士課程 2 名，学部 4 回生 1 名 

 
 

以上 
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平成２７年度兵庫県統計活用セミナー実施結果 

 

１ 目 的 

  兵庫県及び県内市町により設立された兵庫県統計協会事業の一環として、

統計データの利用、理解及び普及を図り、さらなる統計の活用に資するため

のセミナーを開催した。 

 

２ 日 時 

  平成 28 年２月 19 日(金)13:30～16:30 

 

３ 場 所 

  兵庫県立のじぎく会館大会議室 

 

４ 参加者 

県及び市町職員、協会賛助会員、学識者、企業・金融機関等 77 名 

年度 参加者数 セミナー概要 

 24 35名 ① 震災と統計について 

②  小中学校への統計出前講座(岐阜県例)について 

 25 80名 ①  本県の金融経済情勢について、 

② オープンデータの取組と高度化について 

 26 82名 ① 本県の金融経済情勢について 

② 本県人口の現状等について 

27 77名  ① 本県の金融経済情勢について 

② 本県観光の現状等について 

 

５ セミナー概要 

  (1)  セミナーⅠ  経済統計から見た兵庫県の金融・経済情勢について 

     ア  講 師 

石川 誠嗣 日本銀行神戸支店営業課長 

   イ  概 要 

経済統計を基に、わが国及び本県の経済・金融の現状や今後の展望等

について講演した。 

  (2)  セミナーⅡ  統計からみた本県観光の現状について 

     ア  講  師 

     大井 達雄 和歌山大学観光学部准教授 

     イ  概 要 

    観光統計の種類、わが国の観光市場の動向、本県での滞在状況、外国

人消費額、本県観光の課題等について講演した。 

資料５－２ 
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６ セミナーに対する感想 

(1)  セミナーⅠ  経済統計から見た兵庫県の金融・経済情勢について 

   ア 大変参考になった 14 名(25.9%) 

   イ 参考になった     30 名(55.5%) 

   ウ 参考にならなかった 5 名( 9.3%) 

   エ 無回答             5 名( 9.3%) 

(2)  セミナーⅡ  統計からみた本県観光の現状につい 

   ア 大変参考になった 20 名(37.0%) 

   イ 参考になった     24 名(44.4%) 

   ウ 参考にならなかった  5 名( 9.3%) 

   エ 無回答             5 名( 9.3%) 

 

セミナーⅠ、Ⅱの状況  
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                                 平成 28 年 ２ 月24 日 

兵庫県企画県民部統計課 

政策立案等への統計活用について 

１ 概 要 

人口減少など社会潮流の変化に対応した政策立案や政策評価等への各種統計データの効果的 
な活用を図るため、その指標となる統計データの調査、加工分析業務を進める。 

 
２ 内 容 
(1) 経済統計の拡充、分析ツールの作成、拡充 

①  四半期別県内ＧＤＰ速報の試算、拡充（平成21年度～継続） 
・ 四半期別兵庫県内ＧＤＰ速報の拡充、検討（雇用者報酬等分配系列の試算、内閣府経済

社会総合研究所と連携） 
・ 県内ＧＤＰ短期見通しに係るデータの作成、検討(兵庫県立大学地域経済指標研究会と連

携)兵庫県立大学政策科学研究所で小地域景気動向指標として公表(平成27年6月、12月、
平成28年3月予定） 

 
② 兵庫県民経済計算サテライト勘定の試算、拡充の検討 

・ 環境経済勘定セントラルフレームワーク（SEEA-CF）の試算、検討 
環境経済勘定の国際統計基準で、経済と環境の相互作用を理解し環境資産ストックの蓄
積及び変化を説明するための勘定体系を作成するために必要な統計データの検討（平成
25年度～27年度、内閣府経済社会総合研究所研究会で試算研究）及び関連データ収集 

 
③ 観光ＧＤＰ（Gross Domestic Product）の試算、検討 

兵庫県内観光産業の経済規模について観光統計の国際基準であるＴＳＡ（Tourism Satellite  
Account）による兵庫県版・県内地域版の試算、検討（産業労働部観光交流課等と連携） 
・ 兵庫県観光交流課「平成26年度観光動態調査報告書」に概要（兵庫県及び7地域別観光GDP

及び経済波及効果）掲載予定（平成28年3月予定） 

・兵庫県観光統計研究会（平成27年度観光庁「観光地域経済見える化推進事業」等により収
集したデータをもとに平成23年地域内産業連関表(40部門)を作成、地域別観光消費の経
済効果を推計、公表（平成28年3月予定） 

④  経済分析ツールの作成、拡充 
・ 「平成23年（2011年）兵庫県産業連関表」を活用した経済波及効果推計のための分析 

ワークシートの拡充検討、提供（公表は平成29年度予定） 
 
(2)  政策立案や政策評価等への統計資料の活用の促進 

①  神戸大学大学院経済学研究科との調査研究に関する共同研究（平成24年度～継続） 
地域政策統計の分析手法に関する研究を行い、成果をホームページ等で公表する。 
・ 地域経済圏の産業構造に関する研究（平成24年度～26年度） 

地域経済構造分析研究会において平成22年兵庫県内7地域内産業連関表及び7地域間産業
連関表（36部門）を作成、経済効果分析ワークシートをHP公表(平成26年10月) 
地域産業連関表を用いた事例研究（平成27年度から） 

・ ミクロデータを用いた地域分析手法に関する研究（平成24年度から）兵庫県ミクロデー
タ分析研究会で分析手法等について検討 

 

 

資料５－３ 
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②  兵庫県立大学政策科学研究所との共同研究（平成22年度～継続） 

地域の現状分析の基礎資料となる人口・経済データ等の調査、地域の経済・社会の分析手法 
に関する研究を県立大学研究会等において行う。 
・ 地域別経済動向指標の推計手法の研究（平成22年度から） 
・ イベントの経済波及効果推計手法の研究（平成23年度から） 

第5回神戸マラソン経済効果調査（平成27年11月15日）（報告書は平成28年4月予定） 
「淡路花博2015花みどりフェア」開催に伴う経済効果調査（平成27年9月公表） 

 
③  関西学院大学産業研究所との調査研究に関する共同研究（平成27年度～） 

景気動向指数個別指標を用いた基調判断指標の検討について 
「兵庫CLI（Composit Leading Index ：OECDが作成している景気指標）の試算」 

     兵庫CLIの試算・検討（平成27年9月から試算、産業研究所ホームページで毎月公表） 
   ※兵庫県と関西学院大学産業研究所との調査研究に関する協力協定締結（平成27年7月15日） 
 


